
GREEN×EXPO 2027の

取組状況について

【資料１】



名 称

日本語：2027年国際園芸博覧会
略   称：GREEN×EXPO 2027

位置付け

• 最上位の国際園芸博覧会（A1）

• 国際博覧会に関する条約に基づく認定博覧会

テーマ

幸せを創る明日の風景
～Scenery of the Future for Happiness～

基本事項

開催場所：神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設の一部）

開催期間：2027年3月19日～9月26日（192日間）
参加者数：1,500万人（有料来場者数1,000万人以上）
開催者   ：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会

会場位置図

※ A1は、我が国では1990年の国際花と緑の博覧会（大阪市）

GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会） 概要

事業費

会場建設費：最大４１７億円
運 営  費： ３６０億円
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【公式ロゴマーク】



GREEN×EXPO 2027の意義
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GREEN×EXPO 2027

花や緑、農、食など、「自然」や「環境にやさしい」取組と連携し、

市民や企業、地方公共団体等との共創・交流の舞台を創造することで、

あらゆる参加者の共感や学び、歓びを喚起し、

おのずから未来の行動につなげ、

グリーン社会の実現、地方創生を目指す。 

地球が直面する危機がもたらす私たちの暮らしへの影響プラネタリー・バウンダリー（地球の限界）

猛暑

豪雨・洪水被害 食料危機

水不足

➢ 国際博覧会は、次世代の課題解決に向けた取組を加速させる重要な契機。

➢ 花や園芸に留まらず、気候変動や生物多様性などの地球規模の環境課題にも焦点を当てて開催。

（グリーン エクスポ ニーゼロニーナナ）

健康被害

気候変動や生物多様性の
損失などの地球規模の環境
課題が顕在化。



GREEN×EXPO 2027 会場計画図

自然とのつながりの中で育まれた智慧・技術と出会う

Craft Village

カーボンニュートラル社会にGXで挑む

Urban GX Village

これからの地球を生きる子どもたちが自然と世界を学ぶ

Kids Village

自然と人、人と人とが関わりあい、共に生きる

SATOYAMA Village

「農」と「食」を通じてウェルビーイングを追求する

Farm & Food Village
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○ GREEN×EXPO 2027では、国交省と農水省が連携して政府出展を実施。有識者による懇談会等を通じて詳細検討中。

○ 「日本の自然観を再考し、未来へ進む」というコンセプトの下、日本の自然観に加え、新しい農業技術やグリーンインフラ等に関する
屋内・屋外での展示を予定。

○ 政府出展は、出展区画として最大の2.5ha。建築面積は約3,700㎡。

○ 現在、建築の発注手続き、庭園の実施設計、屋内展示の基本設計を実施中。本年夏以降に、建築及び庭園の工事を開始予定。

東側建物

■平面図 （現段階のイメージ）

屋外展示（庭園）（イメージ） 屋内展示（イメージ）

■会場イメージ

➢ 東西に分棟する木造建築と、日本の庭園の伝統技術等を取り
入れた庭、いけばな・盆栽等の実物展示により、日本に受け継が
れてきた自然観や、文化・芸術、里山の風景などを表現。

➢ また、緑の持つ機能や役割を再認識し、地球規模の課題への取
組を提案するため、展示を通じて、グリーンインフラや最先端の農
業技術等について発信。

西側建物

政府出展区域北西側からの眺め

政府出展の概要 （国交省・農水省）
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※名称は現段階の仮称

入口

西 側 空 間

東 側 空 間

入口空間

木舞台

石舞台

竹舞台

さくらえ

待合「桜会」

西の館

東の館

温室（仮称）

みやび

雅の園

（後庭）

野花の谷

せせらぎ

営み広場

湧水の泉

紅葉谷野筋の蹲踞 桜広場

森の小径

竹の小径

竹廻廊

上池

営み広場

ばいか

待合「梅香」

（前庭）

森の小径

めぐみ

恵の園

いとなみ

営の園

待合

下池

※名称は現段階の仮称



■主催者展示（テーマ館、園芸文化館）

コンテンツの準備状況

○ テーマ館では、地球を支える命の根源である植物の真の姿を表現。陸前高田市の「奇跡の一本松」の根も展示。

○ 園芸文化館では、江戸時代を中心とした日本の園芸文化の神髄を表現。

○ 令和６年度は、展示に係る実施設計及び運営に係る基本的な要件整理を行った。

○ 令和７年度は、展示制作及び運営計画などの運営準備に着手する。
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Village出展 テーマ営業出店
（飲食等提供）

【屋外】
（庭園等）

【屋内】
（生花・盆栽・庭園等）

出展応募状況（国内） ３７７件の内定

２５㎡／区画（複数使用可）
1,000～3,000㎡／区画

（有料） ２０㎡／区画（複数使用可）

自治体・企業等あわせて３６０件
※屋外・屋内の両方にエントリーしている場合は１件とカウント

※未公表分を含む件数１３件

JAグループ、丸兆、明治グルー
プ、山﨑製パン

東急グループ、KTグループ、
NTT東日本、大林組、
三菱グループ、鹿島建設、
大和ハウス、東邦レオ

竹中グループ、住友林業

相鉄HD、清水建設

三光ソフランHD

1,000㎡／区画（有料）

４件

花・緑出展

（125件）

18件が屋外・屋内の両方に出展

（175件）

※５件が未公表

あわせて７３の自治体が内定

※開催都市である神奈川県、横浜市を除く
※予算措置等の理由により、２５自治体は未公表

【企業・団体・個人】

あわせて２８７件が内定
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BIE総会＠フランス
（11月25-26日）
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海外参加招請の主な取組状況

➢ 国際会議等におけるPRや各国バイ会談等のあらゆる機会を通じ、本博覧会への参加招請活動を継続的に実施。

７月 ８月 ９月 10月 11月

1２月 １月 ２月 ３月

COP２９＠アゼルバイジャン
（12月18日）

BIE事務局長訪問＠国交省
（１月17日）

駐日大使館向け説明会・現地視察
（２月２７日、３月４日、３月１３日）

BIE事務局長訪問＠国交省
（４月９日）

４月

カタール国との調印式
（５月13日）

５月
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○ 機運醸成のため、以下のような取組を実施。

■Blooming RING Action ■特別仕様ナンバープレート ■シンポジウム等の開催

■ラッピングバス（横浜市交
通局、相鉄） ■鉄道駅での駅名標・階段広告 ■国営公園でのPR

機運醸成の取組

ブルーミング リング     アクション

出典：(公社)２０２７年国際園芸博覧会協会



【全国連携プログラム公式ロゴマーク】

花・緑・食・農、ネイチャーポジティブ、カーボンニュートラル等に関連するイベント等を 「GREEN×EXPO 
2027全国連携プログラム」として登録し、多様な主体の参画による施策を一層推進
✓ 花・緑・農・食、ネイチャーポジティブ、カーボンニュートラル等に関するイベント、体験プログラム、ツーリズム、シンポジウ
ム、講演会、コンテスト等で、GREEN×EXPO 2027のサブテーマ（※）のいずれかに合致するもの

✓ 一般国民に参加の機会が提供されており、非営利のもの（有料・無料、参加人数制限等は問わない）
✓ 国、地方公共団体、独立行政法人、研究開発法人、一般社団・財団法人、地域団体、企業、特定非営利活動法人等が実施主
体となるもの

自然との調和 緑や農による共存 新産業の創出 連携による解決

※４つのサブテーマ

第２次募集：令和7年6月上旬頃開始予定
登録者発表日：令和7年7月下旬頃予定

※登録のメリット
• 出展、協賛以外でのGREEN×EXPO2027への参加
• 全国連携プログラム公式ロゴマークの使用
• 国交省、農水省、園芸博覧会協会HP等への掲載

※登録プラグラム事例
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GREEN×EXPO 2027全国連携プログラム

第１次募集：令和7年１月～２月募集 ８８件登録
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